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1. はじめに

　本解説の読者の皆様は，現在生活おいて心配事はありま
すか ?　本質問にはさまざまな回答があるかと思います。
最新の世論調査では，生活における心配事の 1位に「お
金」，続いて 2位に「自分の健康」，3位に「家族の健康」と
なっています。またこれは日本のみに限らず世界的な傾向
であることがわかっています。しかしながら健康に関する
興味が高いのに対し，健康診断や人間ドックの受診率は
68%程度といわれている。未受診の理由は，時間がない，
費用がかかる，面倒だからといったものである。ここで
「健康」について着目した理由は，図 1に示すように，「健
康」と「幸福」には強い相関関係があることがわかってお
り，今後さらなる発展に向け「健康」および「幸福度の高
い」社会構築が重要課題であるためである。これは，より
良い「健康」を維持することで高い「幸福」度を得ること
ができ，結果として「ストレスの少ない生活」が実現でき
る。このストレスの少ない生活が「活気あふれる社会」を
実現し，さらに高い「幸福」度が得られる。この正のサイ
クルを維持することで，人々の生活の向上が見込める。こ
れにより幸福度が高く，活気あふれる魅力的な社会構築が
可能となり，このような生活・社会の実現が今後のわれわ

れの生活には重要且つ必要不可欠になることは間違いない。
　繰り返しになるが，人々の健康を維持することで快適な
社会の実現が期待できる。しかし現在，高齢化社会さらに
は超高齢化社会と言われるほど高寿命化が進んでおり，健
康の維持には医療費，病院数，医師・看護師の負担が今後
益々増加すると予想されている。またこのような負担の軽
減に向け健康診断の受診率を上げることで病気を未然に防
ぐ努力も必要である。
　そこでこれらの問題を解決する一つの可能性として，わ
れわれのグループでは絆創膏または衣服のようなフレキシ
ブルな基板上に電子デバイスを作製することで実現する
ウェアラブルデバイスの開発に取り組んでいる 1),2)。これ
は，ウェアラブルデバイスをフレキシブル化することで装
着感や違和感無く体から健康状態をリアルタイム計測する
ことを目指している。またデバイスを印刷技術などで知ら
れる大面積且つ低価格化プロセスで作製することで，デバ
イス単価を下げ，より多くの人に利用してもらえるウェア
ラブル・フレキシブルデバイス実現を行う。本実現によ
り，現在商品化されているウェアラブルデバイスの高価格
による低普及率および硬いデバイスによる装着感・違和感
などから困難であったさまざまな条件下（例えば睡眠時な
ど）やさまざまな人からの健康状態のリアルタイム計測を
可能にする。これにより得られた結果を蓄積・解析するこ
とで将来的には予防医療などの応用へと発展することも期
待できる。また健康状態のリアルタイム管理により通院費
の削減や医師・看護師の負担軽減，さらには孤独死などの
問題解決にも適用が期待できる。本研究では，皮膚に直接
触れるデバイスのため衛生面を考慮し，一般的な絆創膏の
ような使い捨てデバイスを基礎とすることを提案してい
る。特に印刷形成によりセンサの低価格が期待できるため
図 2に示すように使い捨てセンサシートとする。本ウェア
ラブル健康管理デバイス実現には，センサのみではなく信
号処理回路などプロセスが複雑なデバイスの集積化も必要
不可欠である。しかし本デバイスを使い捨てデバイスとす
ることは価格面で困難である。そこで本研究では複雑なプ
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図 1.　健康と幸福度および活気あふれる社会構築の相関関
係


